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地盤品質判定士会神奈川支部 2017 年度 野外巡検開催報告 

 

地盤品質判定士会神奈川支部主催の第 2 回目研修会である野外巡検を「横浜市内の擁壁と崖地

対策を学ぶ」と題し、下記要領で開催した。 
 

開催日時：2017 年 12 月 17 日（日）9 時～12 時  

巡検場所：横浜市鶴見区岸谷 4 丁目，馬場 3 丁目，東寺尾 6 丁目 

参加費：200 円 (団体傷害保険料等) 

参加者数：合計 28 名［参加会員：17 名（東京 9，静岡 3，神奈川 2，千葉, 茨城, 大阪 各 1）， 
支部幹事・WG 委員：9 名，外部講師(ゲスト）:2 名］ 

CPD：3.0 ポイント付与 

 

内容・行程・講師： 

※役職，敬称略 

 

案内図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時 間 内 容 講 師 

9:00～9:50 ブラフ積み擁壁を対象とした対策事例， 
周辺住宅の擁壁変状 見学 A 

池谷 良昭 
【池谷ホーム一級建築士事務所】 

9:50～10:10 バス移動      柳町 ⇒ 宝蔵院前  
(ICカード： 216円) 柳町 ⇒ 東寺尾 2 丁目   － 

10:10～10:30 殿山公園にて透水性カラーサンド舗装を利
用した斜面対策（防草工法）見学 B  小浪 岳治  【岡三リビック】 

10:30～11:00 コンクリートキャンバスによる斜面防護工 
見学 C 野島 立也【日揮プラントイノベーション】 

11:00～11:15 急傾斜地崩壊危険区域 法枠工 見学 D 
（斜面上部から） 小浪 岳治  【岡三リビック】 

11:15～11:35 横浜市減災対策工事 モルタル吹付工  
見学  E 

高橋 一紀 【副支部長】 
立花 秀夫  【支部長】 

11:35～11:50 急傾斜地崩壊危険区域 法枠工 見学 D 
 (斜面下部から) 大久保 拓郎【環境地質サービス】 

11:50～12:00 総括・総合討論 立花 秀夫  【支部長】 

A 
擁壁変状 

E 
減災対策 C 

ｺﾝｸﾘー ﾄｷｬﾝﾊ゙ ｽ 

B 
殿山公園 

D：急傾斜地 
崩壊危険区域 

出展: Google Map に加筆 
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第 2回研修会の野外巡検は募集対象を神奈川支部の会員に限定せず、地盤品質判定士通信 No.73
にて全国の会員を対象に募集を行った。その結果、首都圏のみならず、静岡県や大阪府からの 

参加を含む合計 17 名の応募があり、擁壁や崖地対策への会員の関心の高さが窺われた。 

野外巡検の最初の見学地であるブラフ積み擁壁対策箇所では現地の地形，地歴，地質的背景，

設計・施工時の留意点等、古地図や工事写真を通じて当事者のみ知り得る貴重な話を伺うことが

できた。 

その他に、カラーサンド舗装，コンクリートキャンバス，法枠工及び法枠吹付工，横浜市の 

補助を受けた減災対策工(モルタル吹付工)等の施工箇所を見学した。巡検後のアンケートではブ

ラフ積み擁壁の補修に関する参加者の関心が非常に高く、その他にもコンクリートキャンバス, 

横浜市の助成制度等に高い関心が寄せられていた。参加者の満足度も高く、充実した野外巡検で

あった。〔※ 各工法に関しては P4の URL参照〕 

今回は首都圏以外からの参加者が多く、巡検後の食事会では意見交換や異なる地域の判定士間

の交流を深める良い機会になった。 

 

神奈川支部の会員は地盤品質判定士（および判定士補）であれば、神奈川支部の活動に関心が

あればどなたでも登録できるので、皆様の奮っての参加をお待ちしています。 

神奈川支部のホームページ： http://www.hanteishi.org/kanagawa/ 
 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

A 地点 現地の施工状況の説明    A 地点 説明を聴講中の参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

B 地点 透水性ｶﾗｰｻﾝﾄﾞ舗装(右側)を利用した斜面対策       B 地点 殿山公園での集合写真  
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C 地点 住宅地内ｺﾝｸﾘｰﾄｷｬﾝﾊﾞｽ斜面防護工    D 地点 下末吉台地面より法枠工を望む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

E 地点 横浜市減災対策工事モルタル吹付工    D 地点 台地崖線部「急傾斜地崩壊危険区域」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    D 地点 法枠工を背景とした集合写真 
 

神奈川支部 会員 WG （文責：野外巡検担当 野島立也，酒井健）  
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参加者アンケート結果：（回答率: 64.7%  17 名中 11 名回答） 
 
1. 全体および各地点感想 

全体感想 
・現地での説明が分かり易く、よく理解することができた。 
・場所や予算にあった対策工や特殊材料等を複数見ることが出来、知見が広がった。 
A 地点 ブラフ積み擁壁 (http://www.furukabe.com/bluffmsnry.html)： 
・古い擁壁を活用した対策工法が興味深かった。 
・施工写真を見ながらの説明が分かり易かった。 
B 地点 透水性カラーサンド舗装（http://www.sanwagrd.co.jp/grassless-sand）： 
・防草対策と法面保護を兼ねた工法の採用による管理負担軽減が興味深かった。 
・廉価で景観を重要視されない地点では活用できそうだった。 
C 地点 コンクリートキャンバス（http://www2.taiyokogyo.co.jp/doboku/cc/）： 
・初めて目にする工法でほぼ人力で施工できる点が興味深かった。 
・土に似た濃い茶色の商品があればよいと思った。 
D 地点 急傾斜地崩壊危険地域 法枠工 
(www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_ken/ud49g70000001ly2-att/splaat0000003v6t.pdf)： 
・現地で対策工法に関する議論を興味深く聞かせてもらった。 
・升目枠の大きさや梁の太さ等の設計方法の説明があればより理解できた。 
E 地点 減災対策工事モルタル吹付工 
(http://www.city.yokohama.lg.jp/kenchiku/kenbou/bousai/gake/gake/gensai.html)： 
・個人宅の崖における対策方法の具体例が興味深かった。 
・横浜市の助成制度が興味深かった。 

2. 良かった点・改善してもらいたい点 
良かった点： 
・配布された巡検資料がよく纏められており、分かり易かった。 
・ほぼ予定の時間通り効率的に回れ、見て、触れ、規模や高低差を感じる事でより良く 
理解することができた。 

改善点してもらいたい点： 
・法枠の設計方法や机上での説明が欲しい。 
・メーカー担当者からの説明があればより分かり易い。 

3. 興味を引いた地点： 
・ブラフ積み擁壁への関心が非常に高かった。 
・最新の資材であるコンクリートキャンバスにも多くの関心が寄せられていた。 

4. 関心が低かった地点：  
関心の低かった地点は挙げられなかった。 

5. 今後の神奈川支部での企画（野外巡検・講演会について） 
・回答者の全員が案内を希望し、殆どが次回も参加を希望する結果となった。 
・野外巡検後に 5 名の参加者から神奈川支部入会の申し込みを頂いた。 


